







イブン = アラビー（Muḥyī al-Dīn Abū ʿAbd Allāh Muḥammad bin ʿAlī ibn al-




















































家，サドルッディーン・シーラーズィー（Ṣadr al-Dīn Muḥammad ibn 

























































統を中心に顕著な業績を著している William C. Chittick は，『マッカ啓示』
の諸相を詳細に紹介する二つの研究書において，サラヤーンを鍵概念とす
る項目すら設けていないようである10。
















































































































































































































































































































































































































































































































































にあるとするのが，イブン = アラビーである。イブン = アラビーは，顕在
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（Nūr al-Dīn ʿAbd al-Raḥmān ibn Aḥmad  al-Jāmī; 1414⊖1492）にその採用が見られるとい
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